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.勞
銀
鐡
則
に
反
對
しRicardo

ど
.

M
a
r
x

の

j 

61 -丨
か

並
にp. 

6
l

e

產

3.

兩
者
の
會
員
間
の
交 

，
勞

賈

1
|論
を
排
し
，て
居
れ
事
は
此
引
用
句
に
依
て
：も

-:
:
涉
も
密
接
で
あ
つ
て
そ
の
相
違
は
^

o
. 

N力
排
他 

眞
ぅ
を
得
る
で
あ
ら
ぅ
。‘
嚴
に
彼
等
は
勞
働
價
値
說
に
的
な
の
ビ

F
a
n
s

の
凡
て
が
未
だ
若
年
で
あ
つ
介
位
の 

代
べ
る
にJ

e
v
i

の
最
後
效
用
說
を
以
で
し
、sc

a
r
d
o

 

.
事
で
あ
つ
た
が
、
旣
に
兩
者
は
そ
の
鼠§

的
根
擄
に
前 

k
 K

S
I
y

 G
e
o
r
g
e

の
地
代
論
を
懷
張
し
たE

c
o
n
o
m
i
c

述
の
如
き
相
違
を
來
し
た
の
で
あ
る
。
尙
を
の
政
策
に 

R
e
n
t

說
を
以
て
そ
の
.理
論
的
根
據
ど
し
た
の
で
.あ
る
。

於
て
も『 
一一
H
の
相
違
を
擧
げ
：る
な
ら
、第
一
に
i

s

笫
h
3L
浍

•

(

ニ

'
七)

’
.雜

錄
.

シ
ョ
す
^
中
心
と
し
て
觀
た
る
フ
5

ャ
ゾ
社
$

«
連軸笫八號ニ

1

五
'



牟

五

怨

(

二

八

八)

雜

錄ショナか中心

2

して觀たるァ

S

十
y
社
會
表
速
動

M
A
*
M

1
1
H

ハ

:

,
(̂
0
€
1
^;
は國
內產
業の

^
衆
0'
11
曹
0
實現を援肋す

^21) S. I
X

^
も
&
員は
小数
で

^
あ办

、F
a
b
i
i

 

る
:^
てある

(/
)
.
0
..̂は

隊

內

：の

無

產

满

を

ぞ

れ

自

や

Trade 

unionists 

'そ

の

他

を

非

领

な

し

て

^

衆

を
 

身
階
級
^
編
诚
さ
せ
而
じ
^
自
身
で
國
內
の
產
業
を
社
誤
る
も
の
で
あ
る
ビ
稱
す
る
榇
な
態
度
で
あ
つ
た
の
で 

會
化
す
る
爲
め
の
會
で
あ
る
。
^
£

10*
ロ
は
撓
ま
す
勞
爾
階
級
に
對
し
て
も

「

面
甚
だ
不
人

0
で
あ
つ
た
。
 

t

央
國

-̂
於
け
る
勞

«
階

-«
の

利

の

只

ー

の

純

#'
な

代

表
 

' そ
し
て
偶
々S. D. 
1
.̂
0
支
部
が
成
功
を「

ト
し
た
の
は 

者
だV

主
張
す
る
。
そ
れ
に
加
名
す
る
ま
で
は
如
何
なj 

F
a
b
i
a
n
R

做
ふ
かTrade 

US.
2

ビ
協
調
を
呆
つ
て
寒

.
人
を
も
社
會
主
義
.者

に

箅

へ

す

ノ

又

そ

.の

會

.«
で

な

い

-
 ̂

.

候
補
者
:^
援
護
し
な
.い
■。び

 ̂

斯
く
て

F
a
bp-
n
は
特
色
あ
る「

社
會
主
義
謝
，

f
,
J

 

:
 

策
は
結
局
そ
の
成
功
如
何
が
會
員
を
暴
る
カ
の
大
小
に
：
|
し
て
そ
の
據
つ
て
立
つ
主
義
_
領
を
明
ら
か
に
す
る
時 

.

i
つ
て
決
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
ク
，勞
働
階
錄
に
對
し
て
，
.は
熟
し
ノ
實
行
委
員
ビ
外
八
名
の
起
草
委
員
に

ょ

つ

て
 

.は

.®
:
會
主
義
を
說
く
*
が
出
來
る
ば
か
り
だV
吾

々

がI.

作
成
3

れ
た
草
案
は
一
八
八
七
^
六
月
H

W

R提
：

q

さ 

信
じ
て
居
た
時
代
に
、
«
單
^
英
_
の
み
な
ら
ず
歐
洲
|
れ
そ
の
後
.討
論
修
正
に
會
を
重
ね
て
拾
弓
^
な
つ
て
?'

.

否
世
界
中
の
•

——

•:
#
勞
働
者
を
菩
々
0
仲
間
代
入
：1

っ
ビ
完
成
3

れ
た
の
が
次
に
揭
げ
た『

！
^

|
 

Society 

れ

や

計

#
3

れ
た
。：
さ
れ
ば
英
國
浪
の
.五
分
の
四
' 

の
根
據』
で
あ
る
'

.;■
が
s
.
d
.
F
•

の
會
員
な
ら
之
は：

疋
赏 

3
0
&
t
y

は
社
會
主
義
者
か
ら
成
る
。
'

し
ニ
十
五
ヶ
年
に
及
.ぶ
此
蓮
©
の
經
驗
は
斯
ん
な
結
*

故
に
、
個
人
並
に
階
級
の
所
有
か
6 土
地
及
び
產
樂 

は
望
ま
れ
ホ
事
を
賓
朋
し
て
&
る
。』

(

3
1̂

ミ
—
0
ゃ
备
.，

資
本
を
顏
放
し
、.
葡
も
て
屉
智
令；

般
：の
利
藥
め
尊
か

.社
會
に
歸
属
せ
し
■■め
名
：事
に
據
ク
て
.社
會
を
改
逍
し
.や 

ラ

€

い—

ふ
事
を
目
的
.̂
す
る
。
斯
く
し
.て
國
內
の
自
然 

並
に
收
め
.得
た
利
益
が
平
等
に
..全
人
民
に
分
れ
れ
る
の 

で
あ
る
。
：從
つ
て
此
協
會
は
土
地
の
私
有
财
產
並
に
を 

れ
に
伴
ひ
地
代
の
形
で
、
‘土
地
使
用
.の
許
容
及
び
優
秀 

な
：土
壤
ビ
場
所
k
對
し
.て
支
柳
は
れ
名
代
價
を
個
人
が 

私
用
す
る
の
を
絕
滅n

せ
や
：ぅ
ビ
努
为
す
る
。

;,
•

觅
に
此
協
會
は
»
會

^
ょ
つ
，え
都
合
ょ
く
支
配
さ
れ 

る
產
#

»ホ
の
管
理
を
社
會
：に
移
さ
ぅ
ビ
盡
力
す
る
0
 

何
ん
^
な
れ
.ば
過
法
に
於
け
る
注
產
手
段
の
獨
占
の
爲 

め
、
產
業
の
發
明
及
び
資
本
^
歸
す
る
條
剩
所
得
は
轉 

じ
て
主
ビ
し
1
有
產
若
階
級
を
霞
ま
し
r

勞
働
者
は
今 

日
生
活
費
を
得
る
爲
め
其
.階
級
に
從
屬
し
て
ゐ
る
.:
0
 

■
若
し
是
等
の
手
段
•が
賠
償
せ
中
し
て(

剝
奪
^
れ
た 

個
人
に
對
し
社
會
が
適
當
ど
思
ふ
榛
な
救
濟
を
し
な
い 

の
で
は
な
い
‘が)

實
行
さ
れ
る

な
ら
今
0
1他
人
の
勞
*« 

に
由
つ
で
生
活
し
つ
\
あ
る
氣
惰
な
階
級
は
必
然
消
滅 

第
十
茧
卷
2
一
 
八
九)

雜

.錄

し

地

代

ビ

利

子

ビ

は

勢

働

の

報

酬
K
加

へ

ら

れ

'

而

し
 

•て
現
制
度
か
?>
-
生
じ
つ
、
あ
る
ょ
ぅ
一
層
個
人
の
自
由 

に
干
涉
す
る
*
の
尠
い
：經
濟
カ
の
自
然
の
活
動
^
由
つ 

て
實
際
，の
機
會
均
等
は
維
持
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

是
等
の
目
的
到
達
の
爲
め
、

society.

は
tf
c 

會
主
義
思
想
の
普
及
並
に
其
れ
に
續
い
て(

興
女
に
對 
:

.し
平
等
.，の
市
民
權
を
確
立
す
る
ビ
い
'ふ
事
を
も
包
含
す 

る)

社
會
的
及
び
政
治
的
變
化
を
目
指
す
の
で
あ
る
"

~~
是
等
の
'目
的
は
經
濟
的
道
德
的
^
に
政
治
的
方
面
に
就 

|::
て
の
個
入
€
社
曾
ビ
の
關
係
に
,
す

る

鈿

識

を

，.
一
般
に 

普
及
さ
せ
る
事
に
因
つ
て
達
し
や
ぅ
S
欲
し
て
ゐ
る
。』 

是
は
P

&
P3
4
ロ 

J5-B
.
の
全
內
容
を
示
す
も
の
で
は
な〜

 

協
會
.が
會
員
R
要
す
る
最
小
限
.
0规
觉
な
の
で
あ
る
々
，
 

後
年
幾
度
か
之
が
修
正
は
企
圖
さ
れ
た
が
僅
か
に
終
に 

近S

括
弧
内
の
.『

男
女
に
對
し
'‘平
等
の
布
民
權
を
確
立 

:す
る
ふ
事
を
も
包
含
す
る
。

』

^
云
ふ
句
が
追
加
さ 

:̂
れ
た
ば
か
，

>
で
，ぁ
る
。

.

シ
ヨ
^
4»
中
か
と
し
て
戳
t:
る
ブH

ピヤン社#主
義
運
勧
第

7\
:號

i H

七



第

十

沉

怨(
】

ー
九
〇
> 

雜

錄

シ

ョ

'
:
■
'.
五

:
: 

:

'

ニ

八

八

九

年

に

最

初

の

協

會

布

報

が

刊

行

さ

れ

た

へ
 

そ

れ

，に

ょ

る

ビ
T
r
a
c
t
s

は

旣

に

六

千

部

か

ら

賣

れ

て

ゐ
 

た

。
.併

し

彼

.等

の

活

動

は

單

に

 
ー

ロ
&
 

k
.
限

ら

A
て

居
 

た

ゎ

け

ヤ

は

な

ぐ̂

d
. P

,
そ

の

他

が

失

業

問

題

で

騷
 

ぎ

廻

つ
.て

居

る

時
、M

o
r
r
i
s

や

C
a
r
p
e
n
t
e
r

，
の

*

^

を
 

赠

き

？

或

は

會

員

相

苴

に

硏

究

の

結

果

を

發

表

し

、
：
以
 

て

0
論

的

硏
%
を

息

ら

な

，か

つ

た

。
彼«
又

K
P日

&
 

Historical 

C
l
u
b

を

組

織

し

て

客

贫

ド

ゃ

P
r
o
u
d
o
n

の

硏

.究
を

し

，た

の

も

此

敏

か

ら

で

あ

つ

^

。
，

. 

. 

. 

.

.

.

.

ン
此
年
の

拾一

.一月
に
は
英

國

社

會

主

義

文

献の
最
も
童
 

®:
な

：

1

つ

が

協

會

か
ら
出
版
さ
れ
た
0
F
P2:
目

E
s
s
a
y
s

in socialism 
が

そ

れ

で

あ

る

。
；s
h
a
v
Q
il
ff
l

o

F

;

永
い
間
の
協
力
の
結
果
生
れ
出
た
此
論
文
集
の
中
 ̂

はM
a
r
x
,

の
價
値
論
に
4
歷
史
觀
に
も
觸
れ
た
所
は
な 

か
つ
た
。
.

R

 

, 

Shaw, 

s.. 

W
e
b
b
； 

S. 

Olivier, 

G
.
, 

w

a->
r
*
l
a
s
,

 

A.:.Besant, 

KL.V. Bland.

.山
ハ
名
のM
?名

-の
：靑

年
-

方か中心

t

.

て觀れ

る

フ

H

ヒ
t

社會主麗動笫八魏

 

一

ニ

八

.

0

.筆
に
‘な

<?
;2
ii
-
L論
文
.集
は
.今
日
か
ら
見
る
ビ
實
K
幼 

稚
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
當
時
非
常
な
歡
迎
を
受
け
幾 

.
度
か
版
を
重
ね
又
後
^
は
、
和
蘭
、
諮
威
、
_
乙
等
の
. 

:
:
諸
國
で
飜n

'^
れ
■た
。

翌

I

八
九

0
年
^
は

H
e
l
.

 

」
| 

H
,

爭

|

|

1

1の
寄
附
で
_
演
旅
行
が
計
蕺
^
れ
た
0 

九
月
一一

十
日
か
ら
拾
月
一
一
十
八
日
に
至
.る

Lancashire, 

Manchester,LiverpooI

方
"if
f

へ
か
'け
て
の
，所
謂
ド 

i
, 

j 

ashire 

G
a
m
p
a
〖g
n
:

は

非
常
な
成
功
.を

:»
し
、
幾
多
の 

Local 

Fabian 

Societies

が
組
織
3

れ
た
。
會
員
も
百 

:

，七
抢
H
名
か
ら
急
に
參
W
六
拾
一
名
に
增
加
し
、

一
\ 

力
1

年
三
月
に
は
月
刊
機
關
紙

F
a
bp-
a N

e
w
s

の
發
衍
. 

'
を
見
る
に
至
、り
、
'又I

八
九
一
一
年
に
な
つ
て
は
會
員
は 

了
五
莨
四
十1

名

に

發

气

.そ
の
ニ
.月
六
日
七

.
0に
命
敦
_ 

の

E
s
s
e
x

 
H
a
i
l

で
最
初
の
大
會
が
催
さ
れ
た
。拾
四
の 

local 

societies
か
S
は
代
表
者
を
送
り
、
旣

^
屢
別
用
：
 

」

tt
s
h
a
w
0
»

^

T
h
e 

Fabfan 

socletv “vwh
a
t ft h

o
s

r'

A
- 

HH,pon 
sot, 
:Â
nu.
 
.
 

I

C
I.o
u
e prud H

o
w

 it: Jbas K̂
oxx 

作

 

i
rf(

rrJr£L̂
rf
rxp 

会>

 

な

■■
-|-
.-
1い
-l-
l-
^
^
u
-*1
. 

:
h 

.…
■—

.

る

事

に

決

し

、

五

：月-
日

はM
o
r
r
i
s

が

起

稿

し

ニ

氏

の

非
常
な
喝
釆
を
以
て
迎
へ
ら
れ
f
t。
此
年

f

a

bは
終 

，
に

官

職

を

辭

し

て

全

く

肺

會

運

動

に

沒

頭

す

る

、
事

k
な
■ 

,0
/2
が
、
そ
れ
ま
で
は
脅
の
一
切
は
殆
ん
ど
一
定
の
職 

務
^.
妨
げ
ら
れ
る
事
の
な
いS

h
a
w

が
引
受
け
て
居
た 

ご
云
っ
1:
も
ょ
ぃ
程
で
ぁ
つ
た
。
'
:

1

八

九

三

年

一

月

^

は

ぃ

泛

ロ

 

H
a
r
d
i
e
:

.
に

ょ

つ

て
 

T
h
e

 

Independant L
a
b
o
u
r

 

Party (

L
L
.
P
O
が
建
設
^

.

..

. 

, 

. .

.

.

.•
,

…

.

.A.

れ
る
.事
に
な
b
偷
敦
のFabian 

Society

及
‘び
九
つ
の 

l
o
c
a
l

!?bian 

societies :

か
ら
は
代
表
老
が
そ
の
相
談 

,
«に
致
ら
れ
れ
。
併
し
を
0
代
表
考
1
同
に
代
っ
へ
て
：
 

S
h
a
w
:

は
此
新
圓
體
ビ
併
合
す
る
意
志
0

■«
い

事

を

表
 

明
し
た
。
へ &e

r

 I
H
i
s
t
o
r
y
a
B
r
M
s
h

 

Socialism V

 01. 

II.-' p. 

3
0

2
)

同

じ

1
月
に
旣
に
-Socialist: L

e
a
g
u
e
^

人 

で
な
か
っ
たM

o
r
r
i
s

;0
:組
雛
し
た
.H

a
B
m
e
r
s
m
i
t
h

 

socialist. Society

の
路
唱
の
'下

に

最

初

の

，英

國

社

會

主
 

義
の
，統T

運
動
が
試
み
ら
れ
れ
。
4
>の
結
哚

'.
|

る

，
 

Shaw, H
y
n
d

3ra
n

に
よ
つ
て『

共
同
宣
言』

が
起
^
さ
れ

訂

i£
增
.補

，̂

•
經

た
:ganifesto 

o
f
. 

Bxit.lsh socialists 
が
：
 

發
表
さ
れ
た
。
全
文
大
版
八
M
中
、
そ
■の
前
半
に
は
貨 

本
主
義
の
弊
害
た
る
失
業
、
農
業
の
不
振
、
並
に
兒
童 

の
營
養
不
良
に
就
て
述
べ
、
次
に
之
が
救
濟
策
を
論
じ 

左
の
如
き
奇
妙
な
表
が
附
加
へ
ら
れ
て
あ
つ
れ
。

『

八
時
間
法
。

兒

量

の

'®
銀
勞
働
の
禁
止
。
.

_

,
.
.

凡
て
の
貧
窮
兒
ド
對
す
る
無
料
の
扶
與
。

同
勞
働
に
對
し
男
女
同
等
の
支
給
"

:

政
府
並
に
都
市
の
事
業
、
或
は
鐵
道
の
如
き
國
家
の
特 

」

權
を
享
受
■す
る
«
占

學

業

紀.«
は

ル

る

凡

て

の

疵

苹

に
 

對

し

適

當

な.る

最

低

勞

鈒。

，
：
'

凡
て
の
下
受
負(

2
?

§
ぼ

&
忐)

並
に
5
\
¥6&
ゴ
叫
0 -
抑 

"制」 

.

男

女

共

凡

，て

の

成

年

に
.對
し
普
通
選
擧
。

凡
て
0
公
務
に
»'
し
公
給』

第

十

五

怨

(
， 1

i

九一 

)

雜

錄

€/
ヨ
ナ
か
中
心
と
し
で
觀
れ
ゐ
フ
H

W
ヤ
ン
社
會
主
義
運
動
第
八
號 

一
二
九
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中
心
と
し
.て
觀
れ
る
フ
.尤
W

ヤV

社

會

虫

義

運

動

第

八

號

J

H

0

此
筒
條
書
は
.そ
の
理
想
允
る
：：

『

現
制
度
に
代
る
忆
條
' , 

件
の
均
等
な
る
«
會
を
以
て
ず
4』

：
社

會

^
:
達

せ

ん

ミ
 

す
る
手
段
で
あ
つ
て
、

そ
の
後
に
は
：

『

p
p5:
s Society 

の
根
據』

^
類
似
の
綱
領
が
_

げ
ら
れ
て
居
た
の
み
で
、
 

此
統1

運
動
に
は
政
治
論
の
樣
な
議
論
の
多
い
問
題
は
.j 

避
け
ら
れ
％
の
で
あ
る
。
，當
時
は
總
選
擧
期
切
迫
の
際 

で
ぁ
つ
れ
の
で
各
随
體
は
此
統 

一
®
i!
;
の
共
同
委
員

t
 

が
適
常
ど
認
め
る
社
會
主
義
候
補
者
の
爲
.め
全
力
を
注
，.

|

 

ぐ
事
を
約
せ
る
の
み
で
一
切
の
決
議
は
廸
期
が
れ
？
驂

:'

,に
七
月
末
にF

a
b
i
a
n

は
代
表
者
を
撤
去
す
る
に
至
つj
 

た
。
 

.一"

：

.
尙
、
兹
^
述
べ
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
の
は
^
&

〖

8
獨
特
.
 

の『

滲
込
政
策』

(permeation)

で
あ
.る
。
 

\

::.
-:.

『

吾
.々
.は
今
やFederation

の
.黨
派
根
性
«
吾
冷
0 .
手

段
の
問
の
最
後
の
緣
を
斷
つ
に
至
っ
た
？
.菩
々
ば
各
會 

員

.に

そ

の

地

方

の

.
L
i
b
e
r
a
l

や R
a
d
i
c
a
l

 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
s

加
入
す
る
樣
.に
薦
め
た
o
’
.
，
. 

* 

.

吾
々
は
之
等
の
则
體

で
演
説
し
た
り
決
議
案
を
提
出
し
れ
り
し
た
。
-

-
吾

々
は
黨
派
の
組
織
內
に
滲
込
ん
で
行
つ
て
、
仑
し
て
此 

上
な
い
巧
妙
さ
S
熱
心
S
で
出
來
る
だ
け
操
縦
し
て
み 

れ
。
斯
く
て
.吾
々
は
成
功
し
一
八
八
八
年
に
はFabian 

が
な
か
つ
だ
ら
出
來
そ
ぅ

：も
な
か
つ
た
樣
な
先
m
的
な 

多
數
の
地
位
を
偷
敦
の
'oounty 

council

で
得
た
の
で 

あ
る
。
此
運
動
の
：指
揮
は
主
ど
し
てS. 

W
e
b
b

が
行 

■つ
た
。
彼
は
今
H
で
も
自
由
黨
員
や
黨
派
根
性
の
社
會 

主
義
者
が
驚
い
て
な
る
艨
な
策
略
を
.演
じ
た
の
で
あ 

る o 』
(shaw—

op. 

cirPPVI8-S)

此Permeation

が
都
，市
自
治
體
S
社
會
主
義
思
想
を 

吹
込
む
に
役
立
つ
た
の
は
爭
は
れ
ぬ
事
實
で
あ
る
芯
共
，
 

に
-、Fabian. Society

の
稆
在
を
廣
ぐ
認
め
3
せ
る
に
典 

つ
；て
大
で
あ
つ
た
。彼
の
ぼ
2:
目

Ess

p.y
s

の
非
截
な

^

行

の

如

き

は

之

が

爲

で6
つ

た

ど

稱

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

V
A 

n
M
U
- 

4
 
O
O
^
K
O
n
<
y
.
s
^
,
o 

rh 

而 
^> 

.黨
？
：急
進
黨
の

-領

^ ̂
敗
は

'
 

0 
渗

&

宣
儆
を
如
何
$
も
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
0:
:
’で
办 

.

る
。『

結
局
\彼
攀
は
菩
々
に
去
.上「

.君
0
糝
込
政
策
は
成 

功
だ
つ
た
：吾
々
はpermeate

S
れ
た
。を
し
て
、
そ
の 

:;
:•

':
.
;結
果
，
凡
て
の
資
金v

p
e
r
m
e
a
t
e

さ
れ
な
い
領
釉
の
職 

.權
ビ
：が
吾
々
^
反
對
す
る
0
を
發
見
し
れ
。
傲
て
吾
々
：
 

:は
洳
何
す
れ
ば
之
；等
の
齋
铆
を
除
け
る
か
、
或
は
彼
等

^
戰
へ
る
ヵ
を
敎
へ
て
«
^,
度
い』

.

.
今
や
何
千

:

,

‘
：せ
い
ふ
全
く
社
會
主
_
化
さ
れ
た
：急
進
黨
員
が
存
在
し 

て
.ゐ
る
。
：
：
：
觅
化
何
千
^

い
ふ
社
會
主
義
化
3
れ 

_

は
し
な
が
つ
た
け
れ
ど
も
同
榛
R
.扱
ば
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
人
，々
が
存
在
し
て
ゐ
名
？

.

.
吾
々
ば
凡
て
の

,

:

政
治
上
の
愚
者
を
敎
育
し
、
又
出
來
る
だ
け
彼
等
，の
政 

:

'黛
を
押
進
：め
、.

斯
く
し
で
吾
々
は
，社
會
主
義
者
.の
特
別 

な
政
治
的
任
務
1

即
應
產
主
義
に
#

つ
て
收
め
る
所 

ヵ
失
ふ
^
ょ
り
多
い
人
々
が
、
.そ
れ
^
ょ

&

失

ふ

所

が 

.

得

：る

所

上

り

多

い

人

々

に

對

，狁

し

て

集

產

主

義

者

の

政 

;
: 
'
黨

€-
組
織
す
る
端
緖
を
開
い
た
ビ
信
じ
て
ゐ
る
。

』

八Sh
a
W

丨
o
,
p
'
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C
F
,
P
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4
0

)

此

外
1

會

は

：市

營

官

營

を
 ̂

張

す

る

幾

多

の

tracts

を

發

行

し

、.又
.遝

擧

に

際

し

て 

はtracts

ゃ

演

說
k
依
っ
て
社
會
主
義
候
補
考
を
後
援 

す
る
ミ
典
に
ヽ
別
^
貸
出
圖
書
舘
を
も
經
營
し
最
初
は 

local 

Fabian 

Societies

0
爲
め
に
後
に
は
勞
働
者
學

生
及
びr

般
讀
翳
家
に
社
會
開
題
、
經
濟
學
そ
の
他
の 

著
書
を
貨
出
し
更
化
進
ん
で
は
勞
働
者
り
爲
め
通
信
敎 

授
を
も
行
ふ
に
至
つ
た

0
ー
方Lancashire 

c
a
m
p
a
i
g
n

 

^
典
^

1
時
^
起
っ
た

local Fabian 

Societies 
は
そ 

の
後
爽
第
に

㈠
H
P
,に
#
力
.を
#
は
れ
、

一
八
九
〇
年 

頃
に
は
僅
か
^
四
づ
を
殘
す
の
み
^
な
っ
た
、
又
之w

 

同

時

にCambridge, 

O
x
f
o
r
d

を
の
他
の
大
學
內
に
組 

織
さ
れ
たUniversity Fabian 

Societies

も
‘同
じ
連
命 

に
陷
.つ
た
。
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一
八
九
六
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八
月
偷
敦
で
關
催
3

れ
た
第
ー
ユ
囘
の 
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W
o
r
k
e
r
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 and 

Trade 
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卷
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I
I
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觀
わ
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フ
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ャ
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社
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锁
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鄉
十
五
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(

1
1九
四〕

/
雜
錄
し
，
ョ
ナ

^
中
心
と
し
て
觀
れ
る
デH

ピ
ヤ
ゾ
社
會
主
義
運
動
第
八
號|

三
二 

C
o
n
g
r
e
s
s

に
ばF

a
b
i
a
n

の
代
表
者
も
出
席
し
た
、そ

し

,
で
あ
る
。

て

M
a
r
x
i
s
t
s

に
對
抗
し
て
堂
々
^
0 0

1
1
3
^
起
車
.のそ
の掌
中

^
あ
る
凡
て
の
カ
<<
信
念
.>

」

を
現
在
の
國 

Repo
r
t on 

Fabian 

Policy 

s
d 

Resolution(

後T
r
a
c
t
.

體
に
結
合
し
て
、
如
何
ん
な
名
稱
の
黨
派
で
あ
るVJ

、 

n
p 7
0

と
し
て
發
行)

が
提
出
さ
れ
炎
。
簡
勁
な
.此『

騷
社
會
主
義
翁
た
る
ミ
否

S
を
問
は
ず
、
又
如
何
ん
な
主 

.:

吿』

は
！2

時
のFabian S

O
C

 
一
 ety(
を
全
體
ビ
し
て
最
も
明
一
義
を
宣

M
す
る
ビ
を
問
ば
す
、
社
會
主
義
並
に
民
主
主 

瞭
に
：
す
も
の
で
あ
る

。-

.

/
 

•

81
を
助
成
す
る
も
の
は
援
肋
し
、
而
し
て
之
に
反
對
な
'

,

.第

一

F
a
b
i
a
n

の

使

命

•

.
者
に
敵
抗
す
る
タ
、

.
ぺ

.

.-:
:
:

:Fabian: S
o
c
i
e
t
y

の
目
的
ば
英
國
民
R
、
彼
等
0
政

治

l',
社
會
民
主
主
義
に
向
つ
て
進
む
實
際
の
進
步
が
協
會 

\

組
織
を
：全
部
尻
主
的
に
し
、；：：斯
メ
.じ
て
人
民
の
生
計
を
：\,

自
體
に
ょ
り
、_
或
は
他
の
特
殊
な
組
織
'0
會
や
黨
に
ょ 

'

:
:
■:
.

U
人
の
資
本
主
_

か
ら
全
然
獅
立
に
す
る
樣
に
そ
の
產
：：：
つ
て 

‘

暴
を
^
會
^
诠
ん
事
を
說
く
^
あ
る
デ
ぼ
冢
ド
ぎ
ー
身
^
家
ー
目S

o
c
i
e
t
y

に
加
入
す
る
樣
に
.英
國
民
に
賴
み

:
: 

. 

' 

-
-

-
-

-
-

十 

.
'
.
.

I

.

.. 

- 

.

. 

: 

,
. 

. 

I 

:

:
は
全
く
：唯
.一
つ
の
目
的
の
爲
め
に
社
曾
主
義S

並
に
民
ー
も
し
な
い
'。;

'ゝ
 

‘

主
主
義
的
の
色
々
の
^

を
成
遂
げ
や
ぅ
ど
努
め
：る
の
で
一 

第
二 

P
P2:
目
選
擧
政
策 

*

あ
る
，_
例
.へ
ば
、結
婚
！
：題
、
宗
敎
、
美
術
、抽
象
的
な
：

F
a
b
i
a
n

 

S
o
c
i
e
t
y

は
英
©

の
克
说
た
る
事
又
は
社
曾 

•
:.

經
濟
學
、歷
史
的
進
化
、»'
貨
や
或
は
賞
際
蚱
な
民
主
主
鐵
た
る
事
を
も
主
張
し
な
い
。
故
に
選
擧
に
際
し
て

,

,

雜
並
に
社
會
主
義
の
そ
れ
自
體
の
特
殊
な
仕
事
以
外
、

F
a
b
〖a
n

候
補
者
を
立
て
直
接
政
治
上
の

-f
t

表
莕
た
る
事 

,

の
.

衆

:せ
’，

csr 

o 

レ
、
，、较
.察 0

.1̂

•播
^r

J
r
:

1
«
-
;
N

—

!■
リ

リ
 

\

—

！
ri
 

■ン 
i\ 
.

.
, 

,VJ
7

I

1

&
主
義
者
を
選
ぶ
1
に
選
擧
に
影
響
を
及
ぼ
し
又
選
擧
，
義
の
勢
^
及
び
發
達
0
大

き

な

示

威

連

動

ビ

な

^
允

け 

.
區
£
を
指
導
す
る
機
:#
:は
.決
し
て
見
逃
さ
な
い
：0
.併

し

|の
投
禀
が
得
ら
れ
そ
ぅ
な
_
は

Fabian society

は
勿
，
 

;
•

:

.
如
何
ん
な
人
も
單
に
ニ
三
の
餘
所
行
言
葉
を
繰
返
し
、
'
::
何
ん
な
単
情
の
下
に
於
て
も
乂
他
の
.政
黛
に
反
對
し
て 

^
.は
自
分
で
社
會
注
義
者
又
は
社
會
民
主
主
義
者
ビ
，稱
，
:
も
斷
乎
ビ
し
て
彼
を
採
助
す
る
。
.

,

I

s
 

^

4
 

 ̂

:
星
 

i
a

n

の
寬
容

^

^

^

$

^

0

«

f

 
^

0
- 

-

F
i

n

 

S
O

I

は
外
の
_
體
を
避
け
は
せ
中
、
そ
れ 

,

禀(
s
e
c
Q
n
d
w
a
l
o
t
)

が
な
い
か
ら
輕
卒
な
立
候
補
は
大|

に
加
A

し
、
そ
し
て
そ
れ
に
出
來
る
だ
け
3

s:
g

の
.
 

::
.
:^;
.
^
妨
蒋
を
し
、
叉
そ
の
名
義
を
ー
ぁ
げ
れ
.政

黨

の

信

增
03

心
想
を
？§

|

す
る
機
會
を
失
は
ぬ
樣
^
と
其
會
員 

け
る
。
g
んw

な
.れ
，ば
V
充
分
後
援
3
れ
.ぬ
場
合i

に
說
い
て
ゐ
る
o
殆
ん
ど
凡
て
.の

^

體

並

に

運

動

は

を
 

に
は
窮
三
候
補
者
は
泡
分
が
愈
け
を
ば
か
り
で
な
く
、 

|

0
建
設
者
0-
同
情
及
び
意
志
.が
社
會
主
義
者
の
そ
れ
ビ 

彼
の
敗
北
祀
因
つ
て
彼
じ
箏
ふ
-
候
補
者
の
優
勢
な
若
一
如
何
ん
な
に
離
れ
て
|ゐ
や
ぅ
ビ
も
社
會
主
義
を
助
成
す 

.
:を
卷
^

^
す
る「

斯
の
'樣
な
事
^
因
り
^
如
2.
§
5
0
0
^
1
:
7
,

る
要
素
を
舍
ん
で
，ゐ
る
。
之
ミ
反
對
に
、
祖
會
主
義
R 

.は

輿

劍

に

雙

ニ

候

雪
®
 
I

方
を
勝
字
爲
め
、
：'
;
一
 

反
對
の
提
案
が
無
意
識
に
社
會
主
義
圓
體
中
に
絕
へ
す 

.

社
會
S

考
た
る
と
否
I

問
は
ず
、
第
三
候
補
者
に
::
提
出
さ
れ
る
の
で
ぁ
る
。
そ
れ
故
、

i

e

l
會
主 

反
對
す
る
。
但
し
第
ー
1
1«:
:
補
あ
が
社
會
主
義
の
偉
大
な
;.
:

義
者
れ
る
ビ
、
否

S
を問
はず
の仕
事

0
實 

代
表
：̂
で
ぁ
る
♦は
か
り
で
な
ぐ
彼
.の
政
.黨

を

良

く

組

織

：
：

.
行
出
來
る
凡
て
の
他
の
.團
酶
に
加
名
す
る 

I、

が
出
來
、
又
彼
が
敗
北
し
て
も
選
_
區
に
於
て
社
會
主 

第

四

w

&
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*

主

義

舊

十

瓦

卷
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ニ
九
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十
五
怨

广
一
一
九
六

)

雑

錄
：

5/
ョ
ォ
か
中
心
と
し
て
觀
?:
各
フ
エ
ピ
ナ
ン
社
食
主
雜
連
動

F
a
b
f

. 30贫
^
は
そ
の
態
度
«
於
て
全
ぐ
立

«
的

I
I

で
あ
る
し
、
尙
そ
の
手
.段
は
英
國
政
治
社
會
に
於
て
普 

通
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

'

.

……

.Fabian

'0
0
0
<
^
1
7

は
人
間
の
性
情
^
ょ
办
、
文
英
國 

.
民
の
«
民
性
並
に
動
治
上
の
事
情
.に
，ょ
つ
て
起
る
色
 々

•の
；事
情
をM

め
ゐ
。
T

_

0人
々
が
革
命
、軍
隊
及
び
瞥 

,
察

ど

，
の

爭

圓

並

化

處

殺

を

嫌

惡

.：>漸
進
的
、
：平
和
的
な
：
 

.

.

:

變
'軍
を
希
蔚
す
る
の
|^
同
意
す
る
。
_
:ft
會
民
主
主
義
は 

勞
.働
階
級
の
綱
領
の
全
體
で
は
な
い
事
、
並
に
庚
業
の 

社
#
化
に
向
つ
て
進
む
個
々
の
*
敗
は
多
く
の
他
の
改 

.

,
-
M
e
そ

の

順

を

爭

は

な

け

れ

ば

,̂
ら

ぬ

だ

ら

ぅ

む

い

ふ
 

，
事

を

認

め

る

。

そ

れ

故

、

®

#

主

義

の

 

一
®
が

、、

片

方
 

,

は
_

者̂
、
他
方
は
無
淹
者
ど
い
よ
樣
泣
分
れ
た
ム
總 

.

擧

や

衆II
院

の•

1
:法

案

の

：論

宰

に

赌

せ

ら

れ

る

檫

な
 

:瞬
：時
が
何
時
か
は
.來
る
も
吵
と
信
'̂
て

ゐ

る

の

で

，は

な

.

.

.
い

。
8
會

民

、
王

主

義

に

：
微

々

向

ふ

#

^

論

見

は

單

に

他
 

の
^

^

提

案

の

一

に

過

ぎ

な

い

の

で

、

有

力

な

社

會

主

.

な

.制

度

が

出

來

て

、

凡

て

の

階

級

に

：立

候

補

が

自

由

は

，

.
な

つ

^
時

は

、i'
.

s
a
c
i
e
t
y

の

見

解

で

は

、
英

阈

の

,
識
食
制
度
は
民
主
主
義
政
：體
0
此

：上

の

，な

い

實

際

方

法
 

で
あ
る
。F

a
b
i
a
n

0 )
0

§-
钉

の

：理

解

す

る
0
^
1
1
0
0
^
7 

は
爿
*
の
間
に
政
觀
土
の
相
逄
を
設
け
ぬ
の
で
あ
る
"

第
六
J 

F
a
b
p*
n /

の
妥
協
‘

F
a
b
i
a
n

 

s
o
a
e
t
y
u
、

社
會
主
義
者
も
他
の
人
々
同
，
 

■

:樣
凡
て
の
事
で
自
分
勝
手
な
ま
ね
は
出
來
な
，い
つ
.て
事
_
 

を
經
驗
上
知
つ
て
居
る
の
.で
.、
民
主
主
義
の
*
會
に
於 

.て
妥
協
ビ
い
ふ
事
は
政
治
進
步
の
必
要
條
件
だ
ビ
い
ふ
へ 

.事
を
：認
め
る
。「 

.

.:

• 

第
七
.Fa

b
i
a
n

 

Socialism 

.

‘
■.
 

Fabian, s
o
c
i
e
^

(?
)
•解

す

る

社
#:
主

義

は

必

要

な

產
 

:
;::
m
業

^
牧

師

管

區

、

：

都

會

？

：地

方

或

は

中

央

政

府

の

最

も

ー
 

:

適
當
な
公
權
を
迪
じ
て
組
織
し
管
理
け
る
.事
，
並
に
國 

'
’

民

备

體

が

土

地£
資

本

の

經

濟

賃

子

の' 凡
て

を

享

有

す
 

.

.る
第

を

意

味

す

る

.
。
：

笫
八
號

.
S四 

義
者

«
體
に
ょ
つ

'て
そ

.れ
を
眞
先

^
さ
せ
る

#
パ
^
來 

る
の
で
あ
る
。
故
に

P
PS:
目s

o'dety

は

人

2 

_歷
史
的
恐
&

ど
い
ふ
事
を
期
待
し
て
ゐ
る

*
會

虫
®!
^

に
.對

し

て

他

の

隨

體

に

.
加

は

る

樣

に

希

盤

す

る

の

で

あ
 

5

0

は
單

1

第
五 

Fabian Demociracy 

.Fabis. s<5c
i
e
t
y
k

依
つ
て
理
解
^
れ^

D
e
m
o
c
r
a
c
v
'

自
由
に
®
出

き

，れ

れ

人

民

々

代

表

者

に

侬

つ
 

|
て
營
理
さ
れ
る
行
政
を
意
味
す
る
0
で
あ
る
。F

a
b
f

 

j

coQ
d
e
t
y

は
政
治
行
政
0
技
術
的
な
仕
事
や
、公
官
斑
の 

j

任

命

が

國

民

投

禀

或

は

他

の

莳

接

一

般

採

決

の

形

式

'
で 

行
は
れ
る
制
度
ぃ」

い
ふ
様
な.

.
D
e
m
o
c
r
a
c
y

の

兄

て

の

4 

.1,
槪
念
を
極
力
排
斤
す
る
。
.斯
く
の
如
&
制
度
は
村
落
®!

:
.
.r
で
は
®.
行
可
能
た
ら
ぅ
が
社
會
民
主
主
義
が
ま
^

k 

實
現
.さ
れ
ん
ど
し
て
居
る
褪
雜
ゲ
產
業
の
行
は
れ
つ
、

.

あ
る

文

，
朋

諸

國

で

は

不
可
能
な
事
で
あ
る
。
下
院
が
上 

*
院
の
否
决
を
襞
ら
•な
ぐ
な
6
、
.又
代
織
f
支
給
の
.鲍

常

'I
',
!

H
N
&
f 

society."

.の
虫
.娘
す
る
社
會
主
義
は
全
，、
國 

'
家
社
會
主
義
に
外
な
ら
ぬ
。
英
_
l:
^
p
a
r
l
s
h

 

G
o
u
n
f
d

I
や

V
e
s
t
r
y

か
ら
中
央
«
會
に
至
る

踏
段
が
め
り
、立
派 

|
な
跆
主
的
國
家
機
關
が
ぁ
っ
て
勞
働
階
級
も

.他
を
凡
て 

|

滕
到
す
る
に
足
る
投
禀
を
得
る
事
の
出
來
る
樣
な
®
擧 

|

權
の
下
で
選
擧
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
陸
講 

|
國
に
於
け
る
國
家
と
ん
民
間
の
反
抗
は
英
國
社
#
主
義 

^

义
は
少
し
も
問
題
で
は
な
い
ど
い
ふ
事
を
念
頭
に
し 

j

て
、Fabian 

S
o
c
i
e
t
y

の
外
國
の
友
は
前
述
の
言
を
理 

|

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
都
市
並
に
他
の
地
方
丨 

,國
體
に
勞
働
階
級
が
干
與
'出
來
な
.い
獨
乙
に
於
，て
、
國 

j

家
社
會
主
義
€
社

會

民

主

：主

義
.の
.間
に
出
來
れ
相
遨
は 

|
英
國
で
は
何
等
意
_
の
な
い
事
で
ぁ
る
。
英

國

に

於

て

'

.
,

:•
困
難
な
.の
は
國
民
にI

層
多
く
政
治
的
權
カ
を
與
へ
る 

事
で
は
な
く
、
.彼
等
を
し
て
、
そ
の
有
す
る
權
利
をM

 

'.

覺
し
て
行
使
す
る
.樣
に
說
く
事
な
0'
で
あ
る
。

_
八 

Fabian IndivlduaHsm.

第
十
五
锻
，

(

一1

九
七)

雜

錄

>

 

«
方
^

中
心
と
し
て
觀
れ
る
フ
工
^

ヤ
y
社會虫義運動第八號一三五



■
第
1

卷

(

一一

九
八
}

雜

錄

‘

日
女
が
中
宮
し
て
觀
；
^
フh

ビ
ヤ
ン
社
會
_
運
_

第

八

號

一
三
六

.

.

. 

.
-

.

.

.

.

..
:
: 

: 

.- 

!
: 

• 

«

Fabian society 
.
は
國
民
の
生
計
並
に
生
產
資
料
の
.

 

爾
方
を
完
全
紀
獨
立
さ
せ
る
必
要
以
上
に
私
人
企
業
や 

.f
flA

の
獨
倉
に
反
扩
し
て
國
家
が
產
業
を
獨
占
す
る
®

:

,S
事
を
主
張
し

な

い

。新
發
明
の
純
會
的
價
値
を
檢
し
、
，
 

^
產
の
：改
良
方
紙
を
實
施
し
、
新
し
い
®
會
的
慾
望
を
■一
 

.充
す
公
企
業
を
思
付
き
、
凡
て(

の
：̂

_エ
^
職
業
を
獨
广 

立
k
行
ふ
等
、

I
I言
把
し
て
®
へ
ば
私
人
の
活
動
並
に
：
 

判
斷
の
泉
を
公
の
憤
習
的
な
活
動
並
^
剑
斷
に
加
へ
る
■
 

«

.R
因
り
社
會
組
織
を
完
全
に
す
る
の
は
、
言
論
の
自j 

由
.、
出
版
の
自
由
> 
或
は|:

般
の
自
由
：に
關
す
る
許
可
：
 

狀
中
の
他
の
須
目
同
樣Fabian Society

の
大
.い
に
首 

^
す
る
rf
で
あ
る
。 

.

\ 

;

第

九

F
a
b
i
a
n

の
自
由
思
想
： 

j  

 ̂

f

 

P
P 

5
0£3
.普
は
，社
會
ギ
；義
的
な
著
者
、
，經
濟
學
者
，
 

.衍
||
1
並
^
諸
|1
體
の
誤
_
に
臌
し
.て
は
、
社
會
主
義
反

對
者
の
誤
謬
に
對
す
るv

同
#
、
大

SR

思
想
並
に
言 

論
の
自S

を
注
張
す
る
o
例
へ
ばM

a
r
x

及
ブiLassaue

に
#
し
て
批
^
的
服
度
を

,̂
る
必
喪
を
主
.張
し
た
。
彼 

等
の
或
意
見
は
今
日
に
於
て
は
是
等
有
名
な
祉
會
主
_ 

者
達
が
そ
の
先
人St. 

S
i
m
o
n

やO
w
e
n

に
背
し
て
ビ 

0

た
態
度
ビ
屛
樣
、
誤
れ
る
も
の
成
は
不
明
瞭
な
も
の 

S
し
て
排
乐
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

,

.
 

j

:

第
扮

-

F

l

nの
新
聞
政
策 

:
F
a
b
k
n

 

Society 

.，.は
新
而
紙
に
關
し
てr

資
本
中
義 

新
聞』

ど
い
ふ
樣
な
辭
に
ょ
つ
て
示
さ
れ
る
^
別
を
立 

て
な
い
。
.英
國
に
於
て
は
例
外
な
く
凡
て
の
政
治
新
聞 

は
資
本
家
が
支
配
し
、
.私
人
の
資
本
で
經
營
さ
れ
て
居 

る
の
で
あ
る
。
そ

の
•或
'も
の
は
社
會
主
義
的
葸
見
を
發 

表
し
、：
或
も
0
は
保
守
的
意
兒
を
，
又
或
も
の
は 

主S

的
並
に
急
進
主
義
的
意
見
を
骹
表
し
て
ゐ
.る
。
■社 

-

會
主
義
の
新
聞
も
他
の
新
聞
以
上
に
社
會
の
强
要
す
る 

所
か
ら
如
何
し
て
も
獨
立
は
W
來
な
い
、
そ
し
て
社
龠

主

義

. ^
の
立
場
か
ら
見
た
社
會
主
義
新
聞
の
優
越
な
所 

は
、
全
{
保
守
主
藪
.者

の
立
場
か
&
見
た
隈
守
的
釙
聞

の
優
越

r
同
じ
ft
質
で
あ
る
。F

a
b
i
&

 

society 
•が
そ 

の
意
見
を
新
聞
紙
に
：發
表
す
る
に
赏
つ
て
は

、

'S
も
廣 

く
流
布
^
れ
る
ビ
云
ふ
事
以
外
に
は
何
等
撰
り
好
み
を 

し
な
い
の
で
あ
る
o

':
ソ

f

:
第

-§
事
藍
ー

|

し
中
，流

階

級.

.. 

jf
r
h會
主
義
運
動
が
之
れ
迄
、
中
流
階
級
或
は

3
0
.
 

u
r
g
e
o
i
s
i
e

』

0
A'
r.
ょ
：つ
て
鼓
吹
さ
れ
、
' 敎
.へ
ら
れ
叉
指 

導
3

れ
て
來
た
事
實
を
顧
み
で

.Fabian

. 

Society

は
、
 

之
等
中
流
階
級
の
指
導
者
が
彼
等
自
ら
の
階
級
に
行
ば 

ネ
る
偏
狭
な
社
會
的
理
跟
を
激
し
く
攻
擊
す
る
の
を
見 

出
し
て
も
尠
じ
も
驚
き
は
せ
ぬ
が
、：

「

祉
會
主
義
者
が
抑 

々
社
會
主
義
が
發
生
し
た
階
級
を
非
雛
す
る
不
合
理
に 

I抗
議
を
中
出
る
の
：で
3>
-
ゐ
。
,:
:;社
會
生
義
は
特
に
有
產
階
：
 

級
に
敵
對
す
る
爲
め
に
■有
產
階
級
中
か
ら
發
生
し
た
の 

で
あ
る
。Fabian Society 

;

は
之
等

:

酒
想
か
ら
無
產
者
階
級
&
.解
放
ず
る
*
に
就
て
何
等
浪 

漫
的
な
力
惑
を
持
つ
て
ゐ
な
.
Sio
.
各

地

の

社

會

主

.
義

幽
體
向
#
、
凡
て
の
階
殺
の
最
も
啓
發
し
た
人
々
の
高
說 

に
國
民
を
親
し
ま
せ
る
事
に
ょ
つ
て
■彼
等
に
社
會

i 

義
を
敎
へ
る
事
が
出
來
る
.ば
炉
P

で
あ
る
。
そ
れ
故 

Fabian 

Soci
e
t
y

は「
Bourgeois 」

或
は
中
流
階
級
ビ
い 

f

ふ
語
を
非
*
の
言
葉
ど
し
て
は

.H
t
に
用
ひ
る
事
は
出 

■
來
なS

"

殊
に
斯
く
す
れ
ば
社
會
主
義
圈
體
自
ら
の
會 

一

員

多

數

を

.#
め
る
事
に
な
る
。

一

：

第
拾
1£
^
叫
2:
3 natuirai

^
ロ
8
。
^
 ヾ

i

s
 society 

'は
公
衆
代
對
し
現
制
度
の
下
^
於 

.け
る
社
會
の
惡
い
.狀
態
を
意
識
さ
せ
て
社
會
的
ね
悔
條 

さ
せ
や
ぅ
S
努
め
る
々
»
會
主
義
者
の
著
書
か
ら
で
な 

く
官
廳
の
資
料
か
ら
集
め
た
確
實
な
又
公
平
な
統
亂
的 

一
事
實
を
集
輯
し
又
出
版
し
て
之
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
0 

:':
代
の
資
本
主
義
的
文
明
に
關
し
周
到
抝
檢
査
を
し
た
幾 

.多
の
事
®
わ
含
むM

a
r
x

の
資
本
論
第
—
卷
は
恐
ら
く 

今
日
迄
^
發
衍
さ
れ
最
も
威
轨
し
た
宣
傅
#
で
あ
る
^

:Fabian 

S
o
c
i
e
t
y

は
此
方
面
^
於

け

るM
a
r
x

の
事
業

笫
八
號
一
三
七

第

寸

苽

怨(1.1

九
九)

.

雜

錄

-y

ヨ
オ
を
中
心
と
し
て
觀r:
る
フh

ビ
ヤ
y
lt
會
主
義
運
動



■辕
十
五
潘(

二 I 〇
c

)

雜

錄

>

?

$心
V
Vし
ズ
觀
た
る
フ
5

ャ
v
Mf
c
'會

主

證

動

紙

5

1

三
八

を
繼
承
せ
含
努
め
、
1!
:
:#
_

漭
が
民
衆
の
狀
環
”

龈
を
確
得
せ
し
め
言
零
る
の
で
あ
る
。

就

^
爲
し
た
推
論
が
夕
豫
期
さ
れ
る
如
く
^
現

制

度

の

Fabl’an Society

ば
脊
人
に
對

し
て
均

等

の

，.勞

鈒

、
均
 

弊
错
を
カ
說
せ
f'
R
現
制
度
を
殆
んV

I

樣

に
蹈
■つ

て

等
の
勞

働

時
間
、
平

等

の

地
.位
、，平
等

の

權

限
を
迅
， 

ゐ

る

め
|

見
し
た
。
■そ
れ
故
、

f
 

i
s 

society 
a

て

鹿

業
の
社
會
化
を
行

は

I

す
る
凡

て

の

主
張
に
斷
 

社
會
主
義
の
物
理
學
s

light

がheat: 

3

 

|

乎
と
反
對
す
る
。
斯

く
の
如
き
狀
S

不
可
能
な
尤
か 

重
要
I

素
で
あ
含
い
ふ
論
斷
を
I

。
へ

一

人

-

F

f
 

'
近
代
社
會
秦
の

S

で
t

s

の
.利 

.

.
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